
42

私 の 理 論×実 践

著名な作品や名作を通して小説の書き方を学びつつ、実際に小説を書いています。書いた作品は学生

同士で読み合い、先生にも読んでもらい、「合評会」という場で感想や意見を述べ合います。読み手の

視点からの指摘には「こんなふうに受け止められるんだ」「私の文章ってこんな癖があるんだ」とハッとさせ

られることも多く、他の人の作品からも学ぶことがたくさんあります。実践を通して実感したのが、自分が書き

たいものを書くだけではなく、どういう人に読まれるか、何が求められているかを意識することの大切さです。

これからも、構成力や描写力を磨きつつ、読んだ人の気持ちがふっと緩むような作品を書いていきたいです。

独自の視点で物事を見る観察力と独特な発想力を持ち、

好きな作品と作者について自分の言葉で説明できる人。

過去の作品に対するリスペクトを持ち、

新たな作品を創作しようとする意欲のある人。

作家・クリエイターになりたい、マスコミや広報に興味があるなど、

「言葉」で伝える仕事に就きたい、と考えている人。

自分の興味・関心があることをもっと深めたいと思っている人。

本や物語や人間が好きな人。

「書きたい！」まずはその意欲があれば十分です。
とことん書くのがこのコース。

書けば書くほどクオリティが安定し、資質が磨かれていくからです。
得意なこと、好きなこと、興味あることを、大学での学びにしよう！！

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

表現学部  表現文化学科

FACULTY OF COMMUNICATION AND CULTURE

DEPARTMENT OF COMMUNICATION AND CULTURE

CREATIVE WRITING COURSE

クリエイティブ
ライティングコース

担当教員

名 前 職 階 専 門

森 晴彦 教授 日本文学、創作過程論、文芸思潮論

東 順子 教授 ファンタジー・童話、ライトノベル

徳永 直彰 准教授 日本近現代文学、フィクション研究

中島 紀子 専任講師 日本語、日本語教育

このコースがめざすこと

文章表現者としての未来を切り拓く

3つのポイント

カリキュラム

4年間の創作経験は、映画やドラマ、舞台の

脚本づくりや、ゲームのシナリオづくりなどにも生

かせるほか、企画書や報告書を作成するビジ

ネスシーンでも役立ちます。

将来の選択肢はさまざま。
ビジネススキルも磨かれる

学生が書き上げた作品を持ち寄って教員がコメ

ントするほか、学生同士でも批評し合うのが「合

評会」。周囲の率直な意見を参考にして、そ

の後の作品づくりに生かします。

批評し合い、刺激し合い
成長の糧とする「合評会」

世の中の文芸作品には、物語の展開に関し

て「話型」と呼ばれるいくつかのパターンがあ

ります。この構造的な理論を学ぶことで、創作

時の引き出しを増やすことができます。

物語の“パターン”を学び
作品づくりに役立てる
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 自分主体から読み手を意識した作品づくりへ。

著名な作品や名作を通して小説の書き方を学びつつ、実際に小説を書いています。書いた作品は学生

同士で読み合い、先生にも読んでもらい、「合評会」という場で感想や意見を述べ合います。読み手の

視点からの指摘には「こんなふうに受け止められるんだ」「私の文章ってこんな癖があるんだ」とハッとさせ

られることも多く、他の人の作品からも学ぶことがたくさんあります。実践を通して実感したのが、自分が書き

たいものを書くだけではなく、どういう人に読まれるか、何が求められているかを意識することの大切さです。

これからも、構成力や描写力を磨きつつ、読んだ人の気持ちがふっと緩むような作品を書いていきたいです。

表
現
学
部 |

 

表
現
文
化
学
科

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
スこのコースでは、学生のロールモデルとなるプロの作家やクリエイ

ターも授業を担当。小説や物語、詩を専門とする研究者の授業と

連動し、よりレベルの高い作品づくりに励めます。学生の書いた作品

の添削指導を行うほか、作品分析やさまざまな切り口で「創作」を

学びます。一般的に学ぶ場が少ない、ファンタジー分野の創作も

強化し、卒業後、社会に出て「生きていく力」となる書く力を育成し、

多角的に文芸創作を学ぶコース編成をおこなっています。

小説の研究者とプロの作家が直接指導 卒業制作・卒業論文一例
●小説『不死探偵』

●小説『猿山の幽霊群』

●小説『光へ』

●小説『肩甲骨をとがらせて』

●脚本『アンリと7日間の人形たち』

●短歌集『僕とあなたの無重力』

●詩集『私の世界』

クリエイティブライティングコースの“学びのフィールド”

八坂 遥香
表現文化学科
クリエイティブ
ライティングコース 4年
千葉県
千葉市立稲毛
高等学校 出身

独自の視点で物事を見る観察力と独特な発想力を持ち、

好きな作品と作者について自分の言葉で説明できる人。

過去の作品に対するリスペクトを持ち、

新たな作品を創作しようとする意欲のある人。

作家・クリエイターになりたい、マスコミや広報に興味があるなど、

「言葉」で伝える仕事に就きたい、と考えている人。

自分の興味・関心があることをもっと深めたいと思っている人。

本や物語や人間が好きな人。

「書きたい！」まずはその意欲があれば十分です。
とことん書くのがこのコース。

書けば書くほどクオリティが安定し、資質が磨かれていくからです。
得意なこと、好きなこと、興味あることを、大学での学びにしよう！！

ワークショップ
小説をはじめとしたフィクション作品を通して、
作品の設計図となるプロットの作り方、場面
描写のバリエーション、登場人物の設定法
などについて学んだうえで、実際に自分たちで
作品を書いていきます。作品を用いた合評会
も実施し、「書くこと」と「読むこと」双方からの
立体的な学びを展開しています。

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ Taisho_hyogen

担当教員 特命・客員教員

名 前 職 階 専 門

森 晴彦 教授 日本文学、創作過程論、文芸思潮論

東 順子 教授 ファンタジー・童話、ライトノベル

徳永 直彰 准教授 日本近現代文学、フィクション研究

中島 紀子 専任講師 日本語、日本語教育

名 前 職 階 専 門

長薗 安浩 特命教授 小説家、編集者

サエキ けんぞう 客員教授 ミュージシャン、作詞家

後藤 国広 客員教授 コピーライター

笹 公人 客員准教授 歌人

額賀 澪 客員准教授 小説家
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私 の 理 論×実 践

まるで考古学ように現代の生活を細かく観察する“考現学”を学んだことで、普段の生活でも身の

まわりにあるコトやモノを、時にマニアックな視点で細かく観察する楽しさを知りました。そんな日常での

発見を生かして、ワークショップの授業では身近で見つけた面白いゴミをイラスト化したパネルや池袋

をテーマにした写真集を、ゼミナールでは野菜の栽培から料理までの流れを題材にした 「トマトデ

リョウリ」というオリジナルの対戦型カードゲームなどを制作。中には失敗したな……と後悔するもの

もありますが、そんな経験も新しいアイデアや表現を追求する糧になっています。

「新たなライフスタイルとは何か」を探究したい人。

マーケティングやブランディングに興味がある人。

ショップやイベントのプロデュースに挑戦したい人。

日常的な遊び場や非日常的なリゾート空間での、

“時間の過ごし方”や楽しみ方をデザインしてみたい人。

食やファッションなど、多様な要素が絡み合う

街や都市の文化を深く理解したい人。

自分の好きなものについて多角的に考察してみたい人。

ライフデザインのはじめの一歩は、
最も身近な自分の生活を変えてみること。

それがたとえ小さな変化でも、世の中に大きな変革をもたらす
可能性を秘めているのです。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

表現学部  表現文化学科

FACULTY OF COMMUNICATION AND CULTURE

DEPARTMENT OF COMMUNICATION AND CULTURE

LIFE DESIGN COURSE

ライフデザイン
コース

担当教員

名 前 職 階 専 門

榎本 了壱 教授 情報デザイン、イベントプロデュース

影山 裕樹 専任講師
地域メディア、公共空間、コミュニティ、
メディア論

ヨシムラ ヒロム 専任講師 街文化、考現学、イラストレーション

このコースがめざすこと

「ライフデザイン」とは、暮らしの構成要素を

“編集”する作業。その出発点となるのは、

自らの経験に基づく知識を社会に役立つ知識

へと“編集”する作業です。

創造の原点は自分の知識や
思考プロセスの編集作業

さまざまな業界の第一線で活躍するプロデュー

サーやディレクター、コンセプター、マーチャン

ダイザーなどを招き、新たなライフスタイルの

創造に必要な“術”を学びます。

多彩なゲストスピーカーが
社会のリアルを紹介

大型商業施設での店舗運営やイベント企画、

商店街でのコミュニティスペースづくりのほか、

プロ仕様のグラフィックソフトを駆使したポスター

やチラシの制作にも挑みます。

実践的かつ創造的に
多彩なアウトプットに挑戦

「 2 1世紀の生活環境を楽しくデザインする」

3つのポイント

カリキュラム
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 成功も失敗もヒラメキの種に変えて。

まるで考古学ように現代の生活を細かく観察する“考現学”を学んだことで、普段の生活でも身の

まわりにあるコトやモノを、時にマニアックな視点で細かく観察する楽しさを知りました。そんな日常での

発見を生かして、ワークショップの授業では身近で見つけた面白いゴミをイラスト化したパネルや池袋

をテーマにした写真集を、ゼミナールでは野菜の栽培から料理までの流れを題材にした 「トマトデ

リョウリ」というオリジナルの対戦型カードゲームなどを制作。中には失敗したな……と後悔するもの

もありますが、そんな経験も新しいアイデアや表現を追求する糧になっています。
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大切なのは、ファッションやグルメ、観光、エンタメなど、自分の

「好き」を主観的な「好き」だけで終わらせないこと。「好き」に

なったプロセスを客観的に分析し、自らの知識や経験をもとに、

他者にも当てはまるロジックやプロセスを導き出すことです。人が

特定の対象を好きになる過程を言語化して表現できれば、企業の

ブランディングやプロモーション活動など、社会での実践的なアク

ションにも役立つからです。

自分の「好き」が学びの原動力になる 卒業制作・卒業論文一例
●商店街に面した洋菓子店の店舗模型と
外観・内観デザイン（卒業制作）

●駅前公共空間を活用したファッション
ショーの企画および報告（卒業制作）
●都市計画デザインにおける地域コミュニ
ティの役割に関する研究（卒業論文）

●人生100年時代における高齢者のレクリ
エーションに貢献する大学のプログラムに
関するケーススタディ（卒業論文）

ライフデザインコースの“学びのフィールド”
「新たなライフスタイルとは何か」を探究したい人。

マーケティングやブランディングに興味がある人。

ショップやイベントのプロデュースに挑戦したい人。

日常的な遊び場や非日常的なリゾート空間での、

“時間の過ごし方”や楽しみ方をデザインしてみたい人。

食やファッションなど、多様な要素が絡み合う

街や都市の文化を深く理解したい人。

自分の好きなものについて多角的に考察してみたい人。

ライフデザインのはじめの一歩は、
最も身近な自分の生活を変えてみること。

それがたとえ小さな変化でも、世の中に大きな変革をもたらす
可能性を秘めているのです。

専門ゼミナール
コース初となる卒業生の卒業制作展にワー

クショップなどの多様な企画を組み合わせ、

より多くの方に参加してもらえるイベントと

して開催。３年生が企画運営を行い、テーブ

ルゲームの体験や巣鴨マップの作成、トーク

ショーなどを開催しました。

難波 旬
表現文化学科
街文化プランニング
コース※ ４年
東京都
駒込高等学校
出身
※現 ライフデザインコース

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ Taisho_hyogen

担当教員 客員教員

名 前 職 階 専 門

榎本 了壱 教授 情報デザイン、イベントプロデュース

影山 裕樹 専任講師
地域メディア、公共空間、コミュニティ、
メディア論

ヨシムラ ヒロム 専任講師 街文化、考現学、イラストレーション

名 前 職 階 専 門

サカキテツ朗 客員教授 街・コミュニケーションデザイン

ヴィヴィアン佐藤 客員教授 アーティスト、映画評論家
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